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論 文 内 容 の 要 旨
0.本 論 文 の 目 的
ア ー リ ヤ 人 の 宗 教 文 献 群V6daは 、B.C.1200頃 に 現 在 伝 え ら れ る 形 で 伝 承 が 固 定 さ れ た と 考 え
ら れ る 最 古 の 辱gveda-Sa由hita(RV)を は じ め と し て 、4つ の 学 派 に よ る 伝 承 か ら 成 っ て い る:
RV、Sama-V6da(SV)、Y句ur-Vbda(YV)、Atharva-Veda(AV)で あ る 。 本 稿 で は 、YVの 諸 文 献
の 中 、 各 学 派 のSalhhita(YS:MaitrayaplSal油ita:MS;K舳aka-Salhhita:KS;Taittiriya-Salhhita:TS;
V勾asaneyi-Salhhita:VS)、Taittirlya-Brahmapa(TB)、Satapatha-Brahmapa(SB)を 基 本 資 料 と し 、
冒 頭 のmantra(祭 詞)集 成(MSI1,1-2m;KSI1-2m;TSI1,1-2m;VSI1)と 、 そ れ に 対 す る
bahmana(bL:mantraに 纏 わ る 種 々 の 言 説:mantraの 意 義 付 け 、mantraを 伴 っ て 行 わ れ る 行 作 の
規 定 と そ の 意 義 付 け 、 神 学 議 論 等:MSIV1,!-2P;KSXXXlO-XXXIIP;TBIII2,1-2P;SBI7,1,1
-8)の 記 述 を 対 象 と す る 。YV諸 文 献 を 編 集 し 、 職 業 的 に 伝 承 し て い た の は 、 祭 式 の 具 体 的 な
行 作 を 担 当 す るAdhvaryu祭 官 で あ る 。 こ れ ら の 文 献 の 成 立 年 代 は 、本 稿 で 扱 う 部 分 に つ い て は 、
お よ そB.C.1000-750頃 と 考 え ら れ る 。
本 稿 で 扱 うmantra集 成 は 各YSの 冒 頭 に 置 か れ て い る 。 そ の 主 題 は 、 供 物 と な る 乳 を 得 る 為
の 準 備 儀 礼 で あ る 《放 牧 》(伝 統 的 に はvats翫pakaraロa「 仔 牛 を[母 牛 か ら]引 き 離 す 事 」 と 呼 ば
れ て い る)と 、祭 式 に お い て 用 い る 敷 き 草 、barhiSを 刈 る 儀 礼 、《barhi孚 刈 り 》(barhiraharaηa「barhi寧
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を[祭 場 へ]運 ぶ事 」)と で あ る。
本論文では、
① 利用 しうるすべて の刊本 を用 いてテキス トの確定 に努 めた。 その際、 これ まで に何 らか
の形でテ キス トの校訂、修正 に言及す る二次文献 は、知 られ る限 り考慮 に入れ た。
② 精密な逐語訳並び に注解 を行な った。特 に、祭式 に関わ る諸事 象の検討、 内容 ・形式上
の平行箇所 の確認、文法 ・文献学的諸相 に亘 る精査 ・確認 に努 めた。語義 ・文法 ・ス ィン
タクス等 に関す る個別 の研究成果はその都度注記 した。二次文献 につ いては可能な限 り考
慮 した。
③ 上記の翻訳 に基づ き、祭式、伝承、並び に神学議論 の歴史的展 開とその基盤 とな る実生
活上の諸事項 を、テキス トの記述 に則 して解 明すべ く努めた。
この作業 を通 じ、V6da祭 式の一端を明 らか にする と共 に、文献の成立史や祭式乃至神学議論
の発展段階、基盤 にあ る当時の生活や 世界理解の解 明、更 にはイ ン ド思想史全体 を貫 く根本命
題で ある輪廻 と業の理論の成立前提等 の解明 に資す る事 を目指 した。以下 に、全体 に関わる問
題 に絞って要約 を記す。
1-1.「 新 満 月祭 」 概 要
Veda祭 式 は、 自分 の 祭 火 を 設 置 した者 が 祭 主 と して 祭 官 に依 頼 す る 事 によ っ て挙 行 され る。
主 要3祭 火:Ahavaniya祭 火(「[供 物 が そ の 中 に]注 ぎ 込 まれ る べ き」 祭 火)、Garhapatya祭 火
(「家 長 に属 す る」祭 火)、Anvaharyapacana祭 火(「 祭 官 に報 酬 と して ふ る まわ れ る粥 を調 理 す る」
祭 火)を 必 要 とす る祭 式 をSrauta祭 式 、 これ らの 祭 火 をSrauta祭 火 と総 称 す る。Vbdaの 祭 官 職
は 主 に4つ の 職 掌 か ら成 っ て い る:供 物 を捧 げ るべ き 神 々 を 讃 え て 祭 場 に招 く讃 歌 を 唱 え る
Hotr祭 官 、 祭 式 の 準備 か ら献 供 、 終 了儀 礼 に到 る 迄、 祭 詞(ア ¢1郷一)の 唱 訥 を伴 って 所 作 の実 行
を担 当す るAdhvaryu祭 官 、Soma祭 にお いて 一定 の 旋 律 に基 づ いて 讃 歌 を歌 い 上げ るUdg町 祭
官 、 種 々 の 呪法 を 司 るBrahmap祭 官(定 式 化 した6rauta祭 式 で は 祭 式 全 体 の監 督 、 行 作 ・手 順
等 に過 失 が 生 じた 時 の 祭 式 の 「治療 」 を 担 当)で あ る。Hotζ 祭 官 、Adhvalyu祭 官 、Udg碗 祭 官
(及 び そ の助 手 を含 めた グ ル ー プ)は 、RV、YV、SVに 伝 承 され るmantraの 唱 訥 を担 当す る。
家 長 とな って 生涯 §rauta祭 式 を行 お う とす る 者 は 、 最 初 に これ ら の祭 火 を設 置 す る祭 火 設 置 祭
を新 月乃 至 満 月 の 日に行 い、 次 いでAgnihotra(毎 朝 ・毎 晩 、 祭 火 に熱 した 乳 を2回 ず つ 献 供 す
る祭 式)を 行 った 後 、 新 月祭 また は 満 月祭 の 何 れ か を開 始 す る。
本 稿 で扱 うYV各 学 派 のSarhhitaに お いて 冒頭 に集 成 され て い るmantra(ア4ノ 〃5一)は 、 一 般 に
新 満 月祭 に お いて 唱 え るべ き もの と位 置 づ け られ て い る 。 新 月祭 ・満 月祭(ぬ 繊 ρ卿 α〃2磁〃)
はSrauta祭 式 の 一 つ で あ り、 毎 月新 月 の 日 と満 月 の 日 と を中 心 と して 、 半 月 毎 に行 わ れ る 祭 式
で あ る。 原 則 と して、 前 祭(Upavasatha)を 行 う1日 目 と、 献 供 を行 う本 祭 日 との 、2日 間 に
亘 って 行 わ れ る。 後 に成 立 した儀 規 文 献(忌rautaSUtra:SrSu)の 段 階 で は、 パ ン ケ ー キ、 粥 等 の
穀 物 製 品 を主 要 な 供 物 とす る種 々 の 穀 物 祭 の 基 本 型 と して 位 置 づ け られ て い る 。 また 、 祭 主 は
生 涯 新 満 月 祭 を挙 行 す べ き こ と も規 定 され て い る 。
一 般 に、標 準 的 な新 満 月祭 の供 物 は2枚 のPuro¢a6a(大 麦 ま た は 米 か ら作 られ るパ ンケ ー キ)
と説 明 され る。 そ の うち1枚 は新 月 祭 、満 月 祭 に 共 通 す る、Agniに 対 す る8皿 分 のPuroσa`aで
あ る。 そ の 他 に満 月祭 で はAgniとSomaと に対 す る11皿 分 のPuro4a曲 が 、 新 月 祭 で はIndraと
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Agn{と に対 す る12皿 分 のPuro4a6aが 献 供 され る。 牽た 、新 月 祭 で はIndra-Agniへ のPuro4a≦aに
代 わ ってIndraへ のS翫 璽nnayya(前 祭 日 の夜 に搾 乳 、加 熱 し、酸 発 酵 させ て お いた 酸 乳 と、本 祭
当 日朝 に搾 乳 、加 熱 して お いた 乳 と を、献 供 直 前 に混ぜ 合 わ せ た物)が 献 供 され る こ と もあ る。
Upavasathaの 日、祭 主 は 誓 戒(vrata)の 遵 守 に入 っ て 髪 と髪 と を剃 り、 許 可 され た物 をの み 食
べ 、 性 交 を慎 ん で 妻 と共 に祭 場 の 土 間 に横 た わ り、 夜 を 過 ごす 。 ま た、 祭 官 は本 祭 の準 備 を行
う。 本 稿 で 扱 う 《放 牧 》 と 《barhis刈 り》 とは、 同 日夜 に行 わ れ る 《搾 乳 とdadhi(酸 乳)製 造 》
と併 せ 、Upavasathaの 日 に行 わ れ る 準 備 作 業 と して 位 置 づ け られ る。 これ らの準 備 作 業 に関 わ
るmantra(祭 詞)は 、YV全 学 派 のSa由hitaの 冒 頭 に 置 かれ て い る。
1-2.原 典
1-2-1.Sa血hi甑 とBrahma胆
YV学 派 の文 献 は 、祭 式 の 中でAdhvaryu祭 官 が 唱 え るべ き ア吻〃5一「祭 詞 」を 中心 とす るmantra
と、 そ れ を巡 るbL(→0.)と を軸 と して 構 成 され て い る 。Adhvaryu祭 官 は祭 式 の供 物 、 用 具 、
祭 場 等 の準 備 か ら献供 、 終 了儀 礼 に至 る 迄 の実 務 に携 わ り、 事 実 上 の祭 式 執 行 者 と い え る。 そ
の 一 々 の行 作 は 多 くがmantraの 唱 諦 と共 に為 され る。 従 って 、祭 式 の式 次 第 や 行 作 の手 順 を再
構 成 す る上 で 、YV学 派 の文 献 は欠 く こ とので き な い資 料 で あ る。 但 し、bLの 記 述 の 中心 は あ
くま で もmantra解 釈 や 行 作 の意 義 付 け に置 か れ て い る為 、そ こか ら得 られ る情 報 のみ に基 づ く
再 構 成 は 困 難 で あ り、bLよ りも後 に成 立 した も ので は あ るが 、祭 式 に纏 わ る諸 規 定 を細 か く定
め たSrSn(儀 規 文 献)の 記 述 を考 慮 せ ざ る を得 な い事 が 多 い。
現 存 す るY句ur-V6daの 諸 文 献 は、 主 に4つ の 学 派 に 帰 せ られ る:Maitr翫yapiya(M)、Ka婁ha
(K)(並 び に これ に準 ず るKapiS婁hala-Ka山a:Kap)、Taittirlya(T)、V勾asaneyin(V)で あ る。 何
れ も 自派 の名 を冠 す るSarhhitaを 伝 承 して い るが 、 そ れ らに は極 め て 似 通 って い る 部 分 と他 派
に対 応 が 認 め られ な い部 分 とが混 在 して い る。 ま た、T派 並 び にV派 には 、独 立 したBrahmaロa
文 献 が伝 承 され て い る。
Kap派 とそ の 文 献KapiS伽lakaIha-Salhhita(KapS)に つ い て は 、K派 に準 ず る も の と考 え、 こ
こで は 特 に 区別 しな い。 ま た 、V派 に は更 にMadhyandina派 とK御va派 との2派 が 現 存 し、各 々
VSと 曲 とを伝 承 して い る が、 こ こで は 一括 して扱 う こ と とす る。
Sa由hita「 本 集」は 、す べ て の学 派 が そ れ ぞ れ 伝 承 す る、学 派 の根 幹 を為 す 聖 典 で あ る。 ま た、
Brahmapaは こ れ に 付 随 す る 文 献 と し て 位 置 づ け ら れ る。 一 般 に はSa由hita:mantra集 成;
Brahmapa:mantraの 意 義 付 け 等(brahmaηa)と 説 明 され る。YV学 派 以 外 の 三 恥da学 派(RV学
派 、SV学 派 、AV学 派)とYVのV派 につ いて は 、 こ の説 明 が 当て は ま る(VS:mantra集 成 、
3B:bL)。 これ に 対 してM、K(～Kap)、Tの3派 はmantra集 成 とbrと をSa孟hitaに 一 括 して
編 集 して お り、 そ の方 針 を 異 に して い る(MS、KS[～KapS]、TS)。 こ の よ うな編 集 方 針 の違 い
か ら、 一 般 に前 者 を 白YV学 派 、 後 者 を黒YV学 派 と区 別 して 呼 ん で い る。 黒YV学 派 の諸 文
献 は 、 白YV学 派 よ り も古 い 年 代 に成 立 し た と され て い る。 何 れ の場 合 に も、 原 則 と して は
mantra集 成 の 成 立 がbLの 成 立 に先 立 つ と考 え られ る。 黒YV学 派 のbL部 分 は、Veda文 献 群 に
お け る最 古 の 散 文 と して位 置 づ け られ る。TB及 び 曲 の 成 立 は 他 の 恥da学 派 のBrahmapa文 献
群 と ほぼ 同 年代 と考 え られ て い る。 しか しな が ら、Veda文 献群 全体 を通 じて、 ア ク セ ン ト付 き
のbLを 伝 承 して い る のはYV学 派 だ け で あ り、mantraの 意 義 を述 べ る とい う営 み は、四Veda学
派 の 中でYV学 派 にお いて 初 め て為 され た も の と考 え られ る。
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黒YV学 派 の 中 で 古 層 に位 置 す るMSとKSと の間 の 新古 の 差 は 、 決 定 し得 な い。 これ らよ
り新 しいTSを 伝 承 して い るT派 で は、TBと い う文 献 を も編 集 して お り、.一Brahmapaと い う名
称 を持 つ 独 立 した 文 献 の 存 在 が 確 認 され な いM、Kの 両 派 に比 して 新 しい 段 階 に進 ん で いた も
の と推 測 され る。T派 の 文 献 は 黒YV学 派 の 中で は新 層 に位 置 し、全 体 と して は 白YV学 派 の 伝
承 よ り古 い要 素 を 保 存 して い る と考 え られ る もの の、 神学 議 論 や 思 想 の 点 で は極 め て 近 しい 状
況 に あ った も の と推 測 され る。 特 にTBとSBと の 新 古 につ い て は 今 後 更 な る検 討 が 為 され る
べ きで あ る。
1-2-2.Srautasntra(儀 規文 献)
YV四 学 派 の 中、K派 以 外 の三 学 派 は$r翫(儀 規 文 献)を 伝 承 して い る。 後 の 更 な る分 派 状
況 に従 っ て、 伝 承 され て い る 忌rSuの 数 も異 な る。
bLがmantra解 釈 と行 作 の 意 義 付 け を 中 心 とす る の に対 し、 謡rSuは 祭 式 行 作 を主 とす る細 か
な 規 定 を記 述 した も ので あ り、 また 、 祭 式 毎 に、 お お よ そ は行 作 が 為 され る順 番 通 りに編 集 さ
れ て い る。 従 って 、祭 式 行 作 の式 次 第 や 手 川頁の よ り精 密 な 再 構 成 に は、SrSuを 参 照 せ ざ る を得
な い 。 但 し、mantraの 引用 順 序 が 各 所 属Salhhitaに お け るmantra集 成 乃 至bLの 記 載 川頁序 と部 分
的 に 異 な る 事 、成 立 年 代 が 遅 い事 等 の 理 由か ら、b二 に基 づ く祭 式 の 再構 成 を 試 み る際 に、SrSo
の 記 述 を全 面 的 に 採 用 す る こ とは で き な い。brと$rSuと の 間 に見 られ る 差 異 こそ が 、祭 式 の 発
展 段 階 を明 らか に して ゆ く上 で の 重要 な 手 が か り とな る 。
1-3.研 究 史
新 満 月 祭 の 研 究 は、HILLEBRANDTがDasaltindischeNeu-undVbllmondsop飴r(Jena1897)に お い て
岳rSUに 基 づ く式 次 第 の 再 構 成 を行 っ て 以 来 、 長 く為 さ れ る こ とが な か った 。 但 し、HILLEBRANDT
は 、諸SrSu間 の成 立 年 代 と伝 承 内容 と の相 違 か ら推 測 され る新 満 月祭 の発 展 史 に対 して 殆 ど言
及 して いな い。SrSu段 階 は勿 論 、bLの 段 階 に遡 っ て 各 文 献 の 記 述 を 比 較検 討す る こ と によ り、
各 学 派 が 置 か れ て いた 状 況 、 文 献 成 立 の 背 景 にあ る生 活 環 境 と祭 官 職 が 担 って いた 役 割 の 変 化
等 の諸 要 素 か ら、新 満 月祭 のみ な らずVbda祭 式 全 体 が 様 々な 段 階 を経 て 変 遷 の 道 を辿 って い っ
た 事 が 明 らか とな る。HILLEBMNDTの 成 果 の 上 に立 ち 、新 満 月祭 の 更 な る解 明 が 期 待 され て い る。
特 に、Salhhita、Br曲manaと い っ た 古 い文 献 に遡 って 研 究 す る 事 が 必 要 で あ り、 同時 に、br自
体 を言 語 、 祭 式 、 文 献 成 立 史 な どの視 点 か ら精 査 す る 事 も不 可 欠 で あ る。
HILLEBRANDTの 時 代 か ら今 日に至 る ま で 、 多 くの 文 献 が 校 訂 出版 、 翻 訳 され 、 言 語 乃 至 祭 式 の
面 か ら質 ・量 と も高 い水 準 の研 究 が為 され て きた 。 特 にApastamba-SrSoの 翻 訳(Da誌rautasutra
desApastamba.G6ttingen-Leipzig1921,Amsterdam1924,1928)を 始 め と す るCALANDに よ る 研 究 に
は負 う所 が多 い。 ま た、KAsH陥Rが 中心 とな って 刊 行 中 のSrautako6aは 、SrSUの 中で 最 も古 い年
代 に成 立 した と され るBaudhayana一 §rSuを 軸 と して 各 祭 式 を概 観 し、そ の準 備 か ら終 了 に到 る ま
で の一 連 の行 作 を 式次 第 に沿 っ て項 目に分 け、 各 文 献 の対 応 す る記 述 を集 成 した も ので あ る。
Vbda文 献 を網 羅 的 に扱 って お り、Veda文 献 並 び に祭 式 の研 究 に便 宜 を与 え る事 は疑 う余 地 が 無
い。 しか し、 祭 式 の式 次 第 の項 目立 て 、 各 文 献 の対 応 等 、 更 な る精 密 な 検 討 を要 す る部 分 も見
られ る。 更 に、 各 祭 式 の 個 別 的 な研 究 も多 々 為 され て きた 。 これ ら、CALANDを 始 め とす る先 学
の 諸 成 果 によ り、SrSuと い う文 献 とそ こに 記述 され る祭 式 とが概 観 し得 る もの とな っ た。SrSU
に基 づ く研 究 に よ っ て もた ら され た 成 果 が 、 驚da祭 式 の根 底 に あ るbLに 基 づ く祭 式研 究 を 可
能 にす る基 盤 を整 えつ つ あ る もの の 、実 際 に は 、依 然 と して6rSuが 研 究 の 中 心 に 据 え られ て い
一192一
た ま まで あ った 。 そ の 中 に あ っ て、KRIcKに よ る祭 火 設 置 祭 の研 究、DasRitualderFeuergrUdung
(Agnyadheya),Wien1982,は 、YVのbL及 び 合rSuを 軸 と してVedaの 祭 式 文 献 を網 羅 的 に扱 い、
詳 細 に論 じて 、 祭 式研 究 の 目指 す べ き1つ の方 向 を 示 して い る。
V6da祭 式 は、そ の原 初 形 態 か らSrSuに 見 られ る よ うな 詳 細 な 手順 、式 次 第 に 関す る規 定 を完
備 して い た わ け で は な い。 複 数 学 派 の伝 承 を 比較 した 時、 何 らか の改 変 の跡 を見 出す こ とが で
き る。SrSuが 自派 のmantra集 成 及 びbLを 規 範 と して い る事 は 明 らか で あ るが 、 このmantra、
bLと い ったVeda祭 式 の 根 幹 を為 す 部 分 は 殆 ど解 明 され て お らず 、多 く の問 題 が 残 され て い る。
2-1.祭 式 行 為 と して の 《放 牧 》
《放牧 》 の 章 に集 成 され るmantraは 、 各 学 派 の間 に異 同が 少 な く、 順 序 もほぼ 揃 って い る。
bLの 記 述 には 具体 的 な 行作 へ の 言 及 が 殆 ど見 られず 、mantraの 意 義 付 けが 多 く を 占 めて い る。
後 の$rSuに お いて も行 作 の 規 定 は 枝 の 切 断、仔 牛/牝 牛 に枝 で 触 れ る事 、枝 を隠 す事 、の3点
に留 ま る。 祭 式行 為 と して放 牧(に 送 り出す こと)を 行 う際 に定 め られ て い る行 作 が 少 な い と
い う事 は、 そ もそ も 日常 的 な放 牧 が 、 仔 牛 と牝 牛 と を 引 き離 す 以 外 には 細 か い 手 順 を必 要 と し
な か っ た事 を示 唆 して い る。 本 稿 で 扱 う箇 所 に言 及 され る放 牧 は 、 祭 式 文 献 の 文 脈 に従 い、 供
物 の為 の乳 の獲 得 を 目的 とす る1つ の祭 式 行 作 と して 扱 わ れ る。 この 事 は 逆 に、 放 牧 そ の も の
は 日常 的 に行 わ れ て いた こ とを裏 付 けて も い る。
供 物 の準 備 儀 礼 に あた る 《放 牧 》 は 、 牝 牛 を牧 草 地 へ 向 か わ せ る際 に仔 牛 を 引 き離 す 為 の 、
枝 の切 断か ら始 ま る。 そ の際 のmantra〈isetva〉 「滋 養 の 為 に 君 を」 には 、枝 が 切 断 され る 樹
木 へ の慰 撫 と 自己 の行 為 の正 当化 が 意 図 され て い る と考 え られ る 。次 にmantraを 唱 え な が らそ
の枝 で 牝 牛 や 仔 牛 に触 れ て 両 者 を 引 き離 し、牧 草 地 へ 向 か う牝 牛 達 にmantraを 唱 え 掛 け、 最 後
の 〈吻 伽 伽α5アoρα勲 ρ励'〉 「祭 主 の家 畜達 を守 れ 」 とい うmantraと 共 に枝 を祭 場 の 或 る 場 所 に
置 いて お く行 為 を も って 終 え られ る。 牝 牛 達 へ のlnantraに は 、放 牧 先 で 実 りあ る時 間 を過 ご す
事 、 志 な く放 牧 を終 えて 晩 に再 び 戻 って くる事 等 を祈 願 す る言 葉 と共 に、 この 放 牧 が 日常 的 な
放 牧 とは 異 な る、 祭 式 の 供 物 の為 の放 牧 で あ る事 が 明 記 され て い る。
黒YV学 派 の 中 で古 層 に位 置 す るMS及 びKSに お い て は、荒 野47照 アα一が 牛 達 の 向 か う牧 草
地 と して位 置 づ けち れ て いた 事 が 窺 わ れ る。 荒 野 は村 落gr伽 α一と対 を為 す 、既 得 権 の及 ば な
い領 域 で あ った と考 え られ る。 そ の よ うな 場 所 で は 自 らの 家 畜 を襲 う種 々 の 危 険(他 部族 に よ
る略 奪、 怪 我等)が 予 測 され る。 《放 牧 》 のmantra集 成 には 各学 派 を 通 じて 、 そ れ らの危 険 を
回避 す る為 の、 厄 除 けの 呪 文 の よ うな 意 味 を持 つ と推 測 され る もの も含 ま れ て い る。 そ の 一 方
で 、新 層 に位 置す るTS及 び 曲 に は 荒 野等 の よ うに具 体 的 な放 牧 先 へ の言 及 が 無 く、更 に、$B
で は牛 達 が 晩 に戻 って く る事 に も触 れ られ て いな い 。 概 して 、 放 牧 の 実像 を 窺 わ せ る 記 述 よ り
も祭 式 解 釈 や 神 学 議 論 に重 点 が 置 か れ て い る。 これ ら を総 合 す る と、祭 式行 為 と して の 「放 牧」
は、 次 第 に形 式 化 され て い わた もの と推 測 され る。 そ の 背 景 には 生活 形 態 乃 至 生活 環 境 の 変 化
等 が 想 定 さ れ る。 日常 生 活 にお い て は、 放牧 地 が 常 に6γ照アα一と位 置 づ け られ て いた か ど うか
疑 わ し く、 遊 牧 時 代 の 習 慣 を祭 式 の 時 にだ け特 別 に 模 倣 し、 再 現 して い た 可 能性 が あ る。 この
事 は、 祭 式 文 献 の記 述 と 当時 の 生 活 と の関 係 を考 察 す る上 で 常 に 留 意す べ き 点 で あ る。 ま た 、
そ れ と平 行 して 、時 代 の 推移 に伴 う神 学 議 論 の 深化 、新 満 月祭(並 び にV6da祭 式 全 体)の 整 備
とも関 連 して い る可 能 性 が あ る。
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2-2.《b3rhis(敷 き 草)刈 り》
敷 き草barhisは 、 す べ て の祭 式 に お い て 用 い られ る。 使 用 目的 の 中心 を為 す の は 、 祭 場 に 招
い た 神 々 の 坐所 の 設 定 で あ る 。 そ の 原 型 は 、客 人接 待 の作 法 に求 め られ る。《barhis刈 り》 の伝
承 は 黒YV学 派 の文 献 に の み見 られ 、 白YV派 の 文 献 に は これ に相 当す る もの が見 られ な い。
そ の 背 後 には 生 活 形 態 乃 至 生 活 環 境 の変 化 な ど の諸 事 情 の 関与 が 想 定 され る。 黒YV学 派 の 記
述 で は 、barhisを 刈 り取 る行 為 は 新 月祭/満 月 祭 の何 れ の場 合 に も行 わ れ る。
《barhis刈 り》 の 章 に集 成 され るmantraの 数 は 《放 牧 》 よ りも 多 く、mantraの 唱 諦 と共 に 為
さ れ る行 作 が 細 か く想 定 され て い た事 を示 唆 して い る。 また 、 《放 牧 》 のmantra集 成 に は学 派
間 の 相 違 が 殆 ど見 られ な い の に 対 し、《barhi寧刈 り》で は 伝 承 され て い るmantraそ の もの とそ の
順 序 と につ い て 、 各 学 派 の 間 に 明 らか な差 異 が 認 め られ る 。
《barhiS刈 り》 の次 第 は 以 下 の よ うに纏 め られ る:Adhvaryu祭 官 は 草 刈 り鎌 と して 用 い る 馬 の
肋 骨 をGarhapatya祭 火 で 熱 し、 そ れ を携 えて 刈 り場 へ と赴 く。 鎌 に限 らず 祭 式 道 具 を祭 火 で熱
す る こ とは 、 そ の道 具 の 聖化 を意 図す る も の と思 われ る。 次 に、 刈 り場 で 草(Darbha草)の 束
を 掴 み 、刈 る。そ の 際 掴 ん だ 草 をす べ て 刈 っ て余 らせ な い事 が何 れ のbLに も明 記 さ れ て い る。
草 を余 らせ る事 は 「祭 式 を 余 らせ る事 」 と同 置 され 、 特 にMS及 びKSー で は そ の事 に よ っ て 祭
主 の 競 争相 手 が 繁 栄 す る と述 べ られ て い る。 祭 式 に 用 い られ る物 の残 余 には 呪術 的 な 力 が宿 る
もの と考 え られ て い た 事 が 窺 わ れ る。 そ の 背 景 に は、 部 族 間 の 競 争 を 強 く意 識 せ ざ る を得 な
か っ た 社 会 環 境 が 推 定 され る。 これ とは 対 照 的 に、TBに 祭 式 の 残 余 と競 争相 手 の 繁 栄 とを 関連
づ け る記 述 が見 られ な い事 は 、MS乃 至KSの 年 代 ・環 境 とTBの 年 代 ・環 境 との 間 で 、 生活 形
態(移 住/定 住 等)が 異 な っ て い た可 能 性 を 示 唆す る。
草 を刈 る 際 に は 、草 の節 に鎌(馬 の肋 骨)の 刃 を当 て な くて は な らな い 。 そ の 背後 に は 、barhi§
刈 り と動 物 の解 体 と の 同置(草 の 節:動 物 の関 節)の 観 念 が 見 られ る。 ま た、 何 れ のbLも 不
適 切 な 刈 り方 と祭 主 のatmanの 減 少 とを 関 連 づ け て 述 べ て い る。 この場 合 に は、 本 祭 の終 了儀
礼 に お い てbarh均 の 一部(prastara)を 祭 火 に投 じる事 と祭 主 が 天 界 に行 く事 との 同置 が 予 め念
頭 に 置 か れ 、 祭 主 の 死 後 の 在 り方(来 世 のatman:輪 廻 の主 体)が 問 題 と な っ て い る と判 断 さ
れ る。
これ らの 諸点 に 留 意 しな が ら草 を刈 っ た後 、 そ の束 を 縛 る。 そ の 際 に 用 い る紐 と草束 の数 に
つ い て は」$rSUに 言 及 され て い る。bLで はTBの み に束 の数 、 紐 の結 び 目へ の言 及 が 見 られ 、
繁 殖(子 孫 繁 栄)と 関 連 づ け られ て い る。SrSOで はbarhiSが 用 途 に よ ってprastara、nidhana等
の 名 称 で 区別 さ れ て お り、 祭 式 の 整 備 が 進 み 、 複 雑 化 して いた 事 を 窺 わ せ る。TBに お け る束
の 数 へ の 言 及 は 、 祭 式 の 整 備 に関 す るTBの 段 階 とSrSUの 段 階 とが 近 接 して い た事 を示 唆 して
い る。
幾 つ か の束 を作 っ た後 、mantraの 唱 論 と共 にそ の束 を頭 に載 せ て祭 場 へ と運 ぶ。MS及 びKS
に は刈 っ て きた 草 が こぼ れ 落 ち る こ と を、 一 種 の過 失 と位 置 づ け る記 述 が見 られ る。 特 にMS
で は そ の過 失 が 、 祭 主 を傷 つ け る事 と して 具体 的 に述 べ られ て い る。 そ の過 失 を帳 消 しにす る
為 のmantraに は4εレαη28α〃26〃2「神 々 の も とへ行 く[barhiS]」 の語 が 見 られ る。TBで は このmantra
につ いて 「神 々 の下 に行 か せ る」 とだ け説 明 して お り、 草 を こぼ す 事 へ の言 及 は見 られ な い。
何 れ にせ よ、 こ のmantraに よ って 、 終 了儀 礼 にお け るbarhiS自 体 の祭 火 へ の献 供 が 示 唆 され て
い る可 能 性 が あ る。
bLに お い て 、barhisは しば しば 祭 主 又 は 生 き 物 達 の 身 体 に見 立 て られ る。 そ の背 景 に は植 物
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の持 つ 繁殖 力 を取 り込 も う とす る 呪術 的 な意 図が 推 測 され 、 子 孫 繁 栄 を願 う要 素 も見 られ る。
特 に、 祭 主 と同一 視 す る文 脈 で は、 祭 主(の 身体)を 傷 つ けな い事 、 死後 の 天 界 に お け る五 体
満 足 の 身体 の獲 得 等 が祈 願 され てお り、 祭 式 の具 体 的 な 事 物 と死 後 の 人 間存 在(輪 廻 主 体)と
が 関 連 づ け られ て い る。祭 式 の文 脈 の 中で 為 され る、barhisに 関 す る具 体 的 な行 作 の意 義 付 け の
検 討 によ り、祭 主 の死 後 の在 り方 を巡 る議 論 が 展 開 して ゆ く過 程 の 一 端 を明 らか に し うる も の
と思、わ れ る。
更 に、《barhis刈 り》 の 記 述 には 、 当時 の世 界 構 造 の理 解 を解 明 す る 手 が か り とな る点 も見 ら
れ る。mantra乃 至 忌rSUの 表 現 か ら、barhiSの 刈 り場 は 放 牧 地 と 同様 、 荒 野6r磁 アα一と位 置 づ け
られ て い た 可能 性 が あ る。 更 に、 そ の背 景 に は祭 場 内 の 移 動 を移 住 に見 立 て る観 念 が 関与 して
い る 可 能性 が あ る。そ の 際 のmantraに αη∫67晦α一 「中空 」の 語 が 用 い られ て い る点 は注 目に値 し、
今後 、 祭場 の構 造 を天 ・空 ・地 の 三 界 に見 立 て る 観 念 を整理 す る こ とに よ り、bLに お け る世 界
構造 の 理解 が よ り明 らか にな る も の と思 わ れ る。
2-3.《 放 牧 》 と 《b鑓恥 刈 り》 の 「新 満 月 祭 」 にお け る位 置
《放 牧》 及 び 《barhiS刈 り》(黒YVの み →2-2。)は 、 《搾 乳 とdadhi製 造》 とあ わせ て新 満 月
祭 の 本 祭 前 日に行 う準 備 作 業 に 当 た る も ので あ る。 《放牧 》 と 《barhi寧刈 り》 との 検 討 か ら、新
満 月 祭 の変 遷 とYV文 献 の成 立 過程 との跡 を た どる為 の一 指 標 が 得 られ る:後 代 の$rSuで は満
月 祭 で はAgniに 対 す るPuroσa甑 とAgni-Somaに 対 す るPuroσa忌aと が、 新 月 祭 で はAgniに 対
す るPuroσa曲 と、Indra-Agniに 対 す るPuroσa甜 も し くはIndraに 対 す るSaqmayyaが 、 それ ぞ れ
供物 と して 定 式 化 され て い る。 しか しな が ら、YV学 派 の す べ て のbLに お い て そ の こ とが 明記
され て い る訳 で は な く、SrSuと 同 じ供 物 と対 象 とな る神 格 と の組 み 合 わ せ は 曲 に は じめ て完
全 に 出揃 う。 この よ うなbLと$rSuと の 問 に見 られ る相 違 は 、 供 物 とそ の対 象 とな る神 格 とを
軸 と して、 新 満 月祭 の変 遷 の跡 を た ど る ことが で き る可 能 性 を示 唆 して い る。 元 来 、 新 月祭 に
はSa卑nayyaの み が 、 満 月 祭 にはPuroσa≦aの み が、 そ れ ぞ れ 供 物 と され て いた 事 が 示 唆 され る 。
各Ysmに の み 基 づ く場 合 、新 満 月祭 を行 う際 に一 番 最 初 に行 わ れ る作 業 は 《放 牧 》 で あ る と
考 え られ る。MSP並 び にTBPは 、 《放 牧 》 のmantra集 成 に対 す るbLを 新 満 月 祭 のbrの 中 の先
頭 に 置 き(MSIVU;TBIII2,1)、 この 推 測 を裏 付 け て い る か の よ うで あ る。KSで も新 満 月祭
のbrの 中 で は 《放 牧 》 が 先 頭 に置 か れ て い るが 、 実 は このbLはXXX巻 の 末 尾(XXX10)に
置か れ てお り、 《barhis刈 り》 以 降 のbLは す べ てXXXI巻 に収 め られ、 《放 牧 》 だ け が 切 り離 さ
れ て い る。 更 に、SBで は 《放 牧 》 に関 す るbLを 《搾 乳 とdadhi製 造 》 のbLと 併 せ 、 主 要献 供
に つ い て述 べ る部 分(17,2)の 直 前(17,1)に 、 即 ち 新 満 月祭 の 記述 全体(11-9)の 中 で後 半
部分 に 置 い て い る。SB冒 頭 に 記 され る新 満 月 祭 前 日の 行 作 の 内 容 は、 祭 主 がvrataに 服 す る 事
の説 明 の み で あ り、 最 初 に 引 用 され るVSのmantraは この 時 に 唱 え るVSI5で あ る。 《放 牧 》
～ 《搾 乳 とdadhi製 造 》 に関 す るVSI1-4は 、SBI7 ,!に 初 め て 言 及 され る。 つ ま り、 《放 牧 》
のmantra集 成 は す べ て のYSが 一 貫 して これ を 冒頭 に置 い て い る の とは対 照 的 に、bLの 段 階 で
はそ の位 置 につ いて 学 派 問 に相 違 が 見 られ る。YV四 学 派 にお い て は、《放 牧 》の位 置 付 け に関
して 、①mantra部 分 とbr部 分 との 間 に全 く差 異 が 認 め られ な いM派 とT派;②mantra、br共
に 《放 牧》 を 冒 頭 に 置 き つ つ も 《放 牧 》 のbL(XXX10)と 《barhi5刈 り》 のbL(XXXI1)と
の 間 に テ キ ス ト構 成 上 の 大 き な 区切 りを 於 い て い るK派;③mantra部 分 とbr部 分 と の 間 で
《放 牧 》(並 び に 《搾 乳 とdadhi製 造 》)の 位 置 付 け が 大 き く異 な って いるV派 、 の3つ の 立 場
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の あ った こ とが 窺 わ れ る。
新 満 月 祭 に関 す る黒YV学 派 のbLに は、 新 月 祭 と満 月 祭 と を 区別 す る 記 述 が 見 られ な い。
一 方 、 黒YV学 派 の文 献 で は 「祭 主」 の章 に 「vrata(誓 戒 →1-1.)に 入 る時 、満 月時 はbarhiSを
持 ち 、 新 月時 は仔 牛 を 伴 う」 と記 さ れ て い る。 即 ち 、 満 月祭 の 場 合 に はbarhis刈 りが 行 わ れ る
時 を、新 月 祭 の 場合 に は仔 牛 の 隔 離(放 牧)が 行 わ れ る時 を 以 て、vrataが 開 始 され る もの と解
釈 され て い る の で あ る。 更 に この場 合 、 満 月祭 で はbarhi5刈 りを最 初 の行 作 と定 め 、 章 立 て の
上 で は これ に先 立 つ 、 祭 式 行 為 と して の 《放 牧 》 が 行 わ れ て いな か った こ と を意 図 して い る可
能 性 が あ る。 《放 牧》 が 祭 式 行 為 と して 行 わ れ る背 景 に は 、 牝 牛 の乳 を 供 物 とす る こ とが 想 定
され て い る も の と考 え られ る。 満 月 祭 が 《放 牧 》 を祭 式 の 範 疇 に位 置 づ け て いな い と した ら、
この こ とは 逆 に、満 月祭 の供 物 に は乳 を用 いて い なか っ た こ とを示 唆 す る。 必 然 的 に、 《放 牧》
を行 わ な い満 月祭 にお いて は 、《搾 乳 とdadhi製 造 》 を も省 く もの と考 え られ て いた 可 能 性 が あ
る。 曲 以 降 、 《放 牧 》 と 《搾 乳 とdadhi製 造》 とは 、Salpnayyaを 献 供 す る 新 月祭 に 限定 さ れ る
もの と位 置 づ け られ て い る。 これ に対 し、 最 古 層 に位 置 す るMS及 びKSで は これ に 関す る 態
度 を 明確 に 示 して お らず 、 これ らよ り新 し いT派 はTSPに お い てSa叩nayyaの 献 供 資 格 に言 及
す る もの の 、無 資 格 者 の供 物 につ いて は 述 べ られ て いな い。 古 い段 階 の文 献 にSa騨ayya献 供 を
伴 わ な い新 月 祭 へ の 言 及 が 見 られ な い こ と は、 「新 月祭 の 供 物 はSa単 漁yya、 満 月 祭 の 供 物 は
Puroσa§a」 とす る、 新 満 月祭 の原 初 型 の存 在 を示 唆 して い る。
上 記 は 《放 牧》 《barhis刈 り》 とい う限 られ た部 分 に 基 づ く仮 説 で あ る。 今 後 、 《搾 乳 とdadhi
製 造》 以 下 の 部 分 と、 更 に、 祭 主 な ど につ い て 纏 め られ た 部 分 を も精 査 す る こ とに よ っ て 総 合
的 に検 証 して ゆ く必 要 が あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は 、 イ ン ド最 古 の 文献 群 「ヴ ェー ダ」 に 関 す る文 献 学 的研 究 で あ る。 組織 され た祭 式
を 主題 とす る詩 句 ・祝 詞(マ ン トラ)と 議 論(ブ ラー フマ ナ)の 編 集 は 「ヤ ジ ュル ヴ ェー ダ ・
サ ン ヒタ ー(本 集)」(お よそ 紀 元 前1000～700年 頃 成 立)に 始 まる が 、現 存 ヤ ジ ュル ヴ ェー ダ 全
5学 派 の 本 集 冒 頭 に 集 め られ た祭 式用 詩 句 と、 これ に対 す る 神 学 的 議論 の部 分 、 及 び 、 本 集 に
引 き続 い て 成 立 した 『タイ ッテ ィ リー ヤ 』、 『シ ャ タパ タ』 両 ブ ラー フマ ナ の 該 当部 分 を主 た る
研 究 対 象 と して い る。 更 に200～300年 遅 れ て 著 され た 祭 式 の綱 要 書 か ら、 古 い文 献 の理 解 に必
要 な 各 派 の 代 表 的 テ キ ス トを選 ん で考 察 に加 え て い る。 内容 的 には 「新 月 祭 ・満 月祭 」 の本 祭
前 日の 準 備 に関 す る 部 分 とさ れ る。
略 号 表 、 凡 例、 文 献 一 覧 に続 き、 「総 論 」(pp.25-54)が 述 べ られ る。 「総 論」 は3章 か らな
り、 先ず 、 「新 月 祭 ・満 月 祭」、 原 典、 研 究 史 、 研 究 方法 に つ い て、 理 解 の 前提 とな る事 項 を纏
め て い る 。 原 典研 究 に深 く分 け 入 り、 二次 文 献 を使 い こな した研 究 者 の み が示 し うる新 知 見 が
盛 り込 ま れ 、研 究 史 を総 括 し、目下 の課 題 の確 認 と示 唆 に富 む 緊 張感 の あ る記 述 とな っ て い る。
「総 論」第2章 は 、祭 式 の 内 容 と文 献 とが含 意 す る 問題 に つ い て 本 論文 の成 果 を集 約 し、 「新
月祭 ・満 月 祭」 全体 との 関連 を 吟 味 して い る。 筆者 は原 典 の 当 該 部 分 を 「供物 とな る乳 を得 る
為 の準 備 儀 礼 と して の 放 牧」 と 「敷 き 草刈 り」 とに 関す る祝 詞 の集 成 とそ の解 釈 と結 論 づ け て
い る が 、 「祭 式 行 為 と して の放 牧 」 と い う解 釈 は 本 論 文 が 初 め て 提 出 した概 念 で あ る。 厳 密 な
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原 典 研 究 と、 関 連 す る語 ・表 現 を最 古 の 讃 歌 集rリ グ ヴ ェー ダ』 に 遡 っ て歴 史 的 に検 証 し、 ま
た 、 当時 の 生 活 形 態 とそ の 変 遷 と に最 大 の 配 慮 を払 っ て 得 られ た、 説 得 力 の あ る 重 要 な成 果 で
あ る。
「総 論 」 第3章 で は、 得 られ た諸 成 果 を、 「新 月祭 ・満 月 祭」 全体 、 ブ ラー フ マ ナ 文 献 の記
述 方 法 ・目的 の 変 遷 、 ヤ ジ ュ ル ヴ ェ「 ダ 諸 学 派 の展 開 と文献 成 立 史 、 とい う3っ の 巨視 的観 点
か ら検 証 して い る。 これ程 徹 底 した検 証 か ら得 た結 論 に基 づ い て ヴ ェ ー ダ祭 式 ・文 献 を論 ず る
試 み は、 長 い研 究 史 の 中で も実 質 的 に は 為 され て い な い と言 って よか ろ う。 そ れ だ け に、 極 く
限 られ た範 囲 か ら提 出 で き る仮 説 と問題 提 起 とい う制 約 に もか か わ らず 、 今 後 の ヴ ェー ダ 研 究
に お い て常 に指 標 とされ る べ き 諸点 を呈 示 し得 て い る と思 わ れ る。 ヤ ジ ュル ヴ ェ ー ダ諸 学 派 の
展 開 と文献 成 立史 に 関す る見 解 は、 今 後 の研 究 の 中で よ り精 密 化 され て ゆ くで あ ろ うが 、 基 本
的 に正 しい第 一歩 と評 価 され る こ とにな ろ う。 当面 の課 題 の一 つ は 、 筆 者 自身 が 述 べ て い るよ
う に、 準 備 日の残 る主 題 「搾 乳 と酸 乳 の 製造 」 を検 討 し、 更 に本 祭 日と祭 主 の 役 割 の章 を研 究
して ゆ く中で 、 今 回可 能 性 と して 提 起 され た 「元 来 、 新 月祭 には サ ー ンナ ー イ ヤ(酸 乳 と加 熱
乳 とを合 わ せ た供 物)の み が 、 満 月祭 に は プ ロー ダ ー シ ャ(パ ンケ ー キ)の み が 、 そ れ ぞ れ 供
物 と され て ◇}た ことが 示 唆 され る」 とす る見 解 が 支 持 され るか 否 か にあ ろ う。 検 証 す べ き 諸 点
の選 び 方 に も配 慮 が 行 き届 き、 記 述 方 法 も妥 当で あ る。 読 者 は 、 他 の文 献 を介 在 させ ず に、 ひ
と まず 本 論 考 を読 んで 理 解 し、 考 え を進 め る ことが で き る よ う議 論 が 詰 め られ て い る。
本 論 部 分 は 「テ キ ス ト」(pp.55-82)、 「翻 訳」(pp,83-128)、 お よ び 「各 論 」(pp.129-300)
よ りな る。
「テ キ ス ト」 は 量 と して は 多 くは な いが 、 諸 版 の 校 合 、 原 典 批 判 、 言 語 に関 す る注 記 、 平 行
箇 所 の呈 示 等 に亘 る脚 注 を完 備 し、 原 典 の もつ 諸 々 の アス ペ ク トを慎 重 に検 証 した 上 で 作 られ
た 、 現 段 階 で は 完 壁 に近 い も の と いえ る。 注 が れ た 時 間 とエ ネ ル ギ ー は 相 当 な もの と評 価 で き
る。 マ ン トラ部 分 は 詩行 に分 け られ 、 散 文 部 分 には 、 既 出 ・新 出 の マ ン トラの 引 用 部 分 で あ る
こ と を示 す 表 示 、 標 準校 訂 版 の 頁 ・行 へ の 指 示 、 内 容 によ る 章 節 分 け等 の設 備 が 施 され て理 解
に便 宜 が 図 られ 、 しか も原 典 の 姿 が 損 な わ れ な い よ う工 夫 され て い る。
「翻 訳」 は 語 彙 、 文 法 、 事 項 等 につ い て の 精 査 ・熟 慮 を経 た もの で あ り、 今 日の 学 的 水 準 か
ら望 み うる 最 高 の もの と言 え よ う。 最 も古 く難 解 な 『マ イ トラー ヤ ニ ー』 と 『カ タ』 両 サ ン ヒ
タ ー の 当該 部 分 につ いて は 、 現 代 語 に訳 され た最 初 の 試 み で あ る。 『タイ ッテ ィ リー ヤ ・サ ン
ヒタ ー』、 『同 ブ ラー フマ ナ』、 『シ ャタ パ タ ・ブ ラー フ マ ナ』 に は 英 訳 が存 在 す る が、 本 論 文 の
そ れ と比 較 す る 時 、文 字 通 り隔 世 の感 が あ る。 詳細 な脚 注 は多 層 多 面 な情 報 を 網羅 して い る 。
二次 文 献 へ の言 及 は過 不 足 無 く、 語 彙 、 事項 は、 必 要 に応 じて他 の用 例 を精 査 して確 定 され て
お り、 独 立 の 学術 論 文 に値 す る脚 注 も少 な くな い。 後 の 「各論 」 部分 との配 分 具合 も巧 み で あ
る。 本論 文 の 翻訳 は、 原 文 の もつ ス タ イ ル 、論 理 を 正確 に伝 え る べ く工夫 され て お り、 翻 訳 に
基 づ い て祭 式 の分 析 ・研 究 が で き る次 元 に達 して い る。 古 代 イ ン ドの思 想 史 的 営 為 の 中核 を 成
す 祭 式 の研 究 に は、 祝 詞 と祭 式 議 論 を 集 め た最 古 の 資 料 に遡 る 精 密 な研 究 が 欠 か せ な い こ と
を、 当 時研 究 を主 導 した カ ー ラ ン トが 明言 して以 来4分 の3世 紀 が経 過 した。 それ が実 現 さ れ
ず に き た主 原 因 は、 古 い 文献 に 関す る研 究 史 の積 み 重ね が、 必 要 とされ る理 解 を もた らす 水 準
に まで達 して い な か った こ とに あ る と言 え る。 本 論 文 にお い て は ま さ し くそ れ が達 成 され っ っ
あ る こ とを、 こ こに提 出 され た翻 訳 は雄 弁 に物 語 っ て い る。 言 い換 えれ ば 、 文 法 研 究 と祭 式 綱
要書 の研 究 を 中心 と して 、 この 間各 分 野 で蓄 積 され た諸 成 果 が本 論 文 の水 準 を 可能 に した の で
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あ り、 本 論 文 は研 究 史 の正 統 を歩 む も の と評 価 で き る。 そ の意 味で も、 筆 者 が 祝 詞 集 の最 初 の
部分 を取 り上げ た こ とは 当 を得 た 決 断 で あ った 。 ヴ ェー ダ 文 献 の編 集 順 序 に は、 祭 式 の整 備 と
文 献 成 立 の歴 史 が 反 映 され て い る可 能 性 が あ るだ け に 尚更 で あ る。
「各 論 」 は、 一 つ 一 つ の 祝 詞 の 吟 味 ・理 解 と、 そ の 意 義 付 け を 中 心 と した 「ブ ラ ー フマ ナ 」
の議 論 の検 討 とか ら成 る。 さ らに、 祭 式 綱 要 書 の 該 当部 分 を検 討 し、 必 要 に応 じて 本 論 の 主 題
に直 接 属 さな い文 献 や 箇 所 を も取 り上 げ 、 同 じ精 度 の 文 献 学 的 方 法 によ って 論 じて い る。 本 論
文 の 特 色 の一 つ は 、 各 文 献 や 箇 所 を そ れ ぞ れ 独 立 した 対 象 と して 理 解 に努 め 、 そ の後 で 、 そ れ
ら を相 互 の 関 連 の 中 に置 いて検 討 を 加 え る とい う点 にあ る。 当 然 の 原 則 で あ りな が ら、 本 論 文
と比 較 す る時 、 これ まで の研 究 には 徹 底 性 が 欠 け て いた こ とが 明 らか とな る 。 論 述 は 懇 切 丁 寧
で あ り、 精 密 で あ る。 本 論 文 の 本 領 は 「各 論」 に あ り、 上 述 の 諸 点 は 、 この 本 論 部 分 で 達 成 さ
れ た 粘 り強 い営 為 の 結 晶 で あ る。
新 た に 達 成 され た 成 果 は、 祭 式 に 関 わ る事 柄 に 留 ま らず 、 テ キ ス トの伝 承、 文 法 ・語 源 ・語
法 な どの 言 語 事 実、 生活 ・生産 ・社 会 制度 な どの実 態 ・事 物 史 の 各項 に 亘 り、 本 論 文 の 至 る 場
所 で提 出 さ れ て い る。 代 表 的 な もの を例 示 す る:
牛 の 遊牧 ・放 牧 と略奪 の危 険、 遊 牧 中心 の 生活 か ら定 住 へ の移 行 、 厳 しい他 部 族 との競
争 関係 、 荒 野 と住 空 間、 お よび 、 天 一空 一地 とい う世 界 構 造 な どに 関 して は複 数 の箇 所 で
検 討 が 為 され て い る が、 「荒 野 で の 放 牧」(pp.166fe:祭 式行 為 と して の 「放 牧 」 とそ の 変
遷)、 リグ ヴ ェー ダ に 遡 る 「放 牧 先 で の 無事 を祈 願 す る マ ン トラ」 の改 作 次 第 を検 討 して
得 られ る テ キ ス ト成 立 史 と実 生活 の変 遷 に 関す る所 見(pp.218£ 、231f)な どは特 に重 要 な
成 果 で あ る。 搾 乳 の た め に仔 牛 を母 牛 と一 緒 にす る刻 限 ∫岬gσvα一の検 討(p.132n.573)も
重 要 で あ る。rカ タ』 と 『カ ピ シ ュ タ ラ カ タ』 両 サ ン ヒ ター の章 立 て の 相 違 に 関 す る所 見
(pp.235fの は この 種 の もの と して は 初 め て の もの と思 わ れ る 。
樹 木 に対 す る 慰 撫 と傷 つ け る行 為 の 正 当化(p.154)、 敷 き 草(bαr廊.)刈 り と動 物 解 体
と の関 係 、 切 られ る草 へ の 配 慮(p.264お よびn.808)の 論究 は、 後 の 「不 殺 生 」 の 観 念 に
連 な る可 能 性 が あ る。 神 々(こ こで は ル ドラ)の アス ペ ク トと して の祭 火 と 「拝 火 教 」 的
性 格 へ の 言 及(pp.137任)は 、 ヴ ェ ー ダ 宗 教 の 根 幹 に 関 わ る指 摘 で あ る。 祭 主 の 身 体 と 同
置 され る敷 き草 を天 界 へ 送 り届 け る観 念 の指 摘(p.298)、 ソー マ の 地 上 へ の 招 来 とパ ル ナ
樹 の 由来 に関 す る神 話 の紹 介 と検 討(ppユ40任)は 発 展 性 の あ る寄 与 で あ る。
語 彙 、 文 法 に 関 わ る もの と して は 、gの α'∫一 「牛 た ち の主 人」(p.211f)、 これ ま で 言 語 学
的 観 点 か ら議 論 され る こ とが 多 か ったgO頭 ㎏ 伽64の 「牛 た ち の 中 に座 を 占 め る」 か ら出
発 す る解 釈(pp.243£)、 ギ リ シ ャ語 の'舵65と 語 源 的 に結 び つ く難 解 語 励∫5勿か の 検 討(pp.
249£。 草 刈鎌 と して 用 い られ る 馬 の 肋 骨 に 呼 び か け られ る語 で 、 脇 腹 か らの 誕 生 の 神 話 に
も関 連 す る)、 ρ副 吻6一(pp.256f)、 ρro-6一んor(p.88n.330)、 ρ4F∫一vαグ の 構 文(p.92n.352)
な どは 、 特 に高 度 な 成 果 で あ る。
要す るに、本論文は、難解な原典の精密な理解 に努め、文献学 の各領域 にお いて達成 された
諸成 果、諸方法 を動員 して検 証 し、確実な成果 をもた らした労作 と言え る。同時 に、 どのよ う
な方 法を用いれば 何が どこまで解明 され得るか、 という方法論 にお いて も模範 を示 して いる。
確実 な成果 と、 可能性や問題点 の列挙 とを明確 に区別 して呈示す る仕方の 中にも、研 究史の把
握 に立った 自覚 が示 されてい る。本論文 によって、ヴ ェーダ祭式お よび祭式文献研 究は新 しい
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段階 に入った と言 えるのではないか と思われ る。今後、 この論文 に見 られるよ うな研 究方 法が
一つの標準 を示す と思わ れ、祭式文献研究者 に課せ られ る課題は一段 と高 く重 いもの となった
ことが実感 され る。 同時 に、本研究は、我が国の ヴェーダ祭式研 究が世界 の学界の中で新 たな
地位 に立 った こ とを印づ ける記念碑 的な研究 と見 なされ るに至 る可能性 が ある。審査 委員 会
は、本論文 が博士(文 学)の 学位授与 に十分な資格 を有す るものである ことを認める。
一199一
